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実は現在にも通じる
日本神話のテーマ

下下

奥田　2022年に上梓されたご著書『出雲発！スサノ

オ―はるかなるこころの旅路―』は、先生の専門で

ある乳幼児精神保健の面から、『古事記』に登場す

る神々の心情や行動を読み解くというユニークな内

容です。そもそも日本神話に着目されたきっかけは？

新宮　小学生だった孫から「イザナギ、イザナミの

お話を読んで」とねだられたことに始まります。実

はそれまで日本神話をきちんと読んだことがありま

せんでした（苦笑）。

奥田　意外です。出雲の人だから、てっきり幼い

頃から『古事記』や日本神話に慣れ親しんでいらし

たものと勝手に想像していました。

新宮　違うんです（笑）。でも実際に読んでみると、

私が関わってきた心理学や精神分析学などとすご

くリンクしていて驚きました。とりわけスサノオの

行動は、乳幼児精神保健の観点からみても非常に

興味深く、心を動かされました。

奥田　本のタイトルにもなっていますね。

新宮　スサノオは幼少期から成年に至るまで、仕

事もろくにせずに泣き暮らしています。しかもギャ

ン泣き。姉のアマテラスを訪ねて行った高天原で

も大暴れしますが、これはまさしく“心の満たし直し”

だとピンときました。

奥田　心の満たし直しとは？

新宮　幼児がひっくり返ってわあわあ泣いている

のをご覧になったことがあるでしょう。あれは何か、

さみしかったり不安なときにお母さんに甘えて、安

心を求めている姿。あるいは、思春期の反抗期に

しても赤ちゃん返りをして満たし直しをしているわ

けです。

奥田　なるほど、神々のふるまいや心情が、臨床

心理学の面から読み解けるわけですか。面白いな

あ。実は私は『古事記』がライフワークなんです。

新宮　そういう方にお話するのは、ちょっと恐縮し

ますね（笑）。

奥田　『古事記』の元は複数の民話ですよね。当

時の方 も々元の話にある精神心理を分析しながら、

いくつかの要素を取り混ぜてストーリーを創作した

んでしょうか。

新宮　そうだと思います。『古事記』には人間が成

長していく上で起きるさまざまな問題と、それをど

う乗り越えていくかが描かれている。今、まさに人

間の精神心理に携わる者が、世界中で取り組んで

いるテーマと同じ。当時の見識はすごいです。

奥田　それが神話として今も残されている。

新宮　そこもすごいと思います。学会で小難しい言

葉を使って論議しているのと同じ理論を、非常にわ

かりやすいかたちでファンタジーとして伝えている。

奥田　ただストーリーを追っているだけだと単なる

ファンタジーですが、専門的な観点から読み込む

と、それだけではないものが顕在化してきますね。

新宮　もう一つ気づいたのは、民主主義です。神

話では何かにつけて神様が集まって論議をされま

すよね。

奥田　まさに出雲にお集まりになって（笑）。

新宮　そうなんです。ああだこうだと議論を重ねて

コトを決めていく。これは日本における民主主義の

原点じゃないかと。

奥田　おお。そうきましたか。

新宮　これは60年ぶりに出雲に帰ってきて、気づ

いたことです。出雲市はコミュニティ活動が活発で、

今いる町内でも何かと集まっては行事や会合をす

るんです。ただし、意見の異なる相手を論破したり、

白か黒かで対峙はしない。「ああだこうだ」とやり取

りするうちに、司会者が頃合いを見計らって…。
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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。 心理カウンセラー・心理アドバイザー
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人間とは、「間主観性」で
生きている生き物である

国際的に着目されている
“間主観性”という用語

【出雲市発】取材の最後、本連載の原点で
ある「人とは何ぞや」を新宮先生に問うた。
解はタイトルの通りである。先生が天職
とされている心理臨床は、人の心に深く
分け入る職業だ。一角ならぬ繊細さと強
靭なタフさが求められよう。だが、先生
の物腰はあくまで穏やかで、優しいオー
ラさえ感じる。しかもかなりのイケメンと
きている。出雲弁で「少し」を「ちょっこ
し」という。新宮家の柱時計が刻む懐か
しい音を背景に、ちょっこしうらやましい
気持ちを抱きながらの取材となった。

（創刊編集長・奥田喜久男）



第3種郵便物認可 �������������� �������� 　　���������� ���������

こぼれ話

　つい最近移住した奈良の自宅の庭先に白梅が咲いた。
隣接する樹林帯から小鳥たちが「チッチチッ」と鳴きな
がら飛び込んでくる。クルクル舞いながら花に戯れ、
蜜を吸っては飛び去る。その様子を何とはなく目で追い
ながら、この原稿を書いている。
　島根県出雲市にお住まいの新宮一夫先生にインタ
ビューしたのは昨年末だ。私の来訪をお待ちいただいた
広い庭先は冬枯れの風情だった。寒い中、ご夫婦での
お出迎えには恐縮したが、同時に「しめた！」と思った。
これでコラムの書き出しがつかめたからだ。出雲市駅か
らタクシーで10分ほど走る。車窓から先生の笑顔が見
えた。「ああ、今回お会いするのは事前にイメージした通
りの方だ」。クルマを降りて肩を並べながら対談が始まっ
た。玄関先まで数分かかるほどの広い敷地だ。ここから
は見えないが、出雲大社は少し高い位置の山裾にある。
そこから街の風景を一望しながら「スサノオは何を考え
たのか」と、すでに気分は神話の中の「出雲人」である。
　新宮家の庭の広さは規模が違う。よく見ると隣り合う
庭との境はあるようだが、曖昧なこともあって実に広々
している。周囲には低山の山並みが見える。その一つに
出雲大社がある。その昔、夕飯どきになると、あちこち
の家からカマドの煙がたなびいていたのかしら…。気分
はすっかり古代人だ。
　対談が進む中で、新宮先生の像がクッキリしてくる。
最初の出会いは新聞記事だ。お会いしたいと思い、新聞
社の方の尽力もあって実現した。「人との出会いは不思議
なものだ」とつくづく思う。かつて旅先の出雲で読んだ
記事で、新宮先生のことを知った。ぜひお会いしたいと
思い、新聞社に電話をして、先生に連絡をとってもらった。
　ふと思い返してみる。なぜあの新聞を手にしたのか。
なぜ新宮先生の記事に目が止まったのか。なぜお会い
したいと思ったのかーーなどと、自分に問いかけるでも
なく、気がついたらすでにスマホが手の中にあった。こ
うして『千人回峰』の対談が実現した。
　新宮先生は広いお庭の入り口に立っておられた。招
かれたお家は黒く骨太でどっしりした佇まいの大きな旧

家だ。陣屋にもみえる。内部の梁は岐阜高山の商家の
それをはるかに超える頑強な風体でお城並みだ。この
地は雪が降るから、その重みに耐えるためなのか。そう
であれば高山も同じだが、と考えてしまう。この集落の
家はどこも同じ形というからこの地の立地を思うと、あ
ながち、と思ってしまう。 “大陸”からの侵略を考えての
ことだろう、とは思い過ぎかもしれない。板戸や襖で仕
切られた部屋は、仕切りを取っ払えば即座に集会場に
早変わりする。
　いろいろな妄想が入道雲の状態で膨らむ。スサノオ
（須佐之男命、素戔嗚尊）は天照大神の弟。その子孫が
出雲大社の御祭神となる大国主命。高天原を追放され
た乱暴者が歳月をかけて出雲国を開くまでに至った出
来事を、新宮先生は「人間愛」で包み込んでしまう。包
み込まれた人は時間の経過とともに、いつの間にか大
国主命に進化してゆく、と新宮先生は確信しておられる。
もちろん包み込まれた人とそうでない人がいる。その違
いは「なぜ」起こるのか。それはその「解」を手繰り寄せ
た人かどうかによる。ではその解とは何か。私は『無償
の愛』だと思っている。そして、その存在を確信するか
どうかだ、とも思っている。そうではあるものの、大国
主命並みになるにはこの先、人生を幾度となく繰り返さ
なくてはならない。であっても、「急がず慌てず拘

こだわ

らず」
に自分の道を生きていこう、と自らに暗示を投げかけて
いる。 （直）

　　奥田　何となく空気を読んで結論に持っていく。

新宮　まさにそれです。もちろん、多数決で決める

こともありますが、それぞれの意見を聞いて「こん

なところでどうでしょう」と何となく落とし込んで決

めていく。出雲に戻ってそういう場面に遭遇してい

たら、神話の中の神様たちと同じじゃないかと。

奥田　重なったわけですね。

新宮　第二次世界大戦後、日本の教育から神話や

神社の歴史などを学ぶ機会がなくなりました。私自

身も古希を過ぎて日本神話を読み始めた手合いで

すから。でも出雲では世代に関係なく、当たり前の

ように神 を々身近に感じている雰囲気があります。

奥田　風土に根づいているんですかね。

新宮　神社にお詣りをするだけでなく、太陽の光

や風など、さまざまな自然にも神様を感じて挨拶を

したり、感謝をしている気がしますね。人同士でも

会う度に、「いつもありがとうございます。お世話に

なっています」と。何もお礼を言われるようなこと

はないのですけど。

奥田　非常にプライベートな話になりますが、高校

の時に受けた忘れられない授業があります。卒業

間際、日本史の先生が「今日はこれまでしなかった

話をします」と言って、日本の神代から江戸までの

話や、日本人としての在り方や誇りについて話して

くれたんです。僕はそれが非常に心に残りましてね。

新宮　とても興味深いですね。奥田さんが高校生

の頃というと1960年代後半でしょうか。当時の教

育指針の中でそうした授業をされることは、ずいぶ

ん勇気が必要だったと思いますね。

奥田　同感です。僕はあの授業で“知る”ことの大

切さを実感しました。今も鮮明に彩色されて残って

いる僕の原点です。

新宮　いいなあ。私も受けたかったですねえ。

奥田　先生に一つおたずねしたいことがあります。

この取材の原点でもあるんですが、「人とはなんぞ

や」について。

新宮　（少し考えて）近年、心理学の世界で大切に

している概念に、もとは、哲学者フッサールが提唱

した「間
かんしゅかんせい

主観性」という現象学の理論があります。

奥田　間主観性…。

新宮　いかにも訳した感じで、日本語としてはちょ

っとこなれていないんですけどね。心理学の分野に

与えた影響のうち、現代の乳幼児精神保健では、

エジンバラの児童心理学者トレバーセンの赤ちゃ

んと母親の間主観性研究が有名で、学会でもお招

きして講演してもらいました。

奥田　どういう概念なんですか。

新宮　例えば、今、奥田さんと私が話している時、（2

人の空間を指して）人はこの“間”にあると。心とい

う言葉を用いるなら、今のように対話をしている時、

奥田さんと私の心は2人の間にある。

奥田　お互いの間に存在すると…。

新宮　そうです。人間は身体と心が表裏一体にな

っているように、人間関係はすべて“間”で動いてい

る。自己と他者で対峙するのではなく、人と人の間

に生まれる響きあいのようなものが大切であると。

奥田　ふむ（考えている）。

新宮　先ほどの奥田さんの問いに答えるならば、

「人とは、間主観性で生きている生き物である」に

なるでしょうか。私たち日本人からすれば、今さら

言われなくても昔からわかってるじゃないと思いま

すけどね（笑）。

　余談ですが、人工知能の究極の課題は、ライブな

間主観性にどれだけ近づけるのだろうと空想します。

奥田　ありがとうございます。また一つの解をいた

だきました。お話していただいたことすべてにリン

クしていくようです。新宮先生、お会いできてよか

った。来てよかったです。

新宮　私も奥田さんとの対話から、いいヒントを

たくさんいただきました。遠くまでお運びくださり、

こちらこそありがとうございました。
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※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
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